































































Understanding the rise and fall of Modern and Contemporary art movements through Big data analysis 























































































































　 １ ８ ９ ３ 年 に 英 国 で 出 版 さ れ た ”Art Journal”　 第
５ ５ 号 で は、 １ ０ ３ ペ ー ジ に あ る ”Some Remarks on 
Impressionism”（印象派についての感想）[ 註１] という文章
を掲載していてとても興味深い。英国のエディンバラにある
スコットランド国立美術館 (Royal Scottish Academy) の館長
ジョージ・ライド卿 (Sir George Reid) が、当時有力であっ





















































入れることで作る方式のことを N-gram という。[ 註２]
　N-gram





























"is": {0, 1, 2}
"it": {0, 1, 2}
"what": {0, 1}
  {2} とは T₂ の文章のことであり、{0, 1, 2} とは T₀、T₁、T₂
の文章にそれぞれの単語が含まれていることを示している。
"what", "is" そして "it" といった語に対して単語検索をかけて
みると、次のような集合が得られる。
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"is": {(0, 1), (0, 4), (1, 1), (2, 1)}
"it": {(0, 0), (0, 3), (1, 2), (2, 0)} 
"what": {(0, 2), (1, 0)}
配列を用いているので０を基点にするので、つまり
"a": {(2, 2)}
という場合は、T₂ の 3 番目の位置に "a" があることであり、
"is": {(0, 1), (0, 4), (1, 1), (2, 1)}
の場合では、T₀ の 2 番目と 5 番目の位置に、T₁ の 2 番目、
T₂ の 2 番目の位置に "is" があることである。

















ル ゲ イ・ ブ リ ン（Sergey Brin） は、”The Anatomy of a 


























genomics( genomics = gene + omics ) であり、生物体内に
存在する一次転写産物（すなわち mRNA）の場合は、トラ





ト・ミシェルらの共同執筆による ”Quantitative Analysis of 




に、書籍ビッグデータである Google Books を、N-gram で


















では f と s が酷似していて、読み間違えがあることが指摘さ
れている。）などは多々あると見られている。[ 註７]













Petersen）らは２０１２年の Nature 誌での論文 ”Statistical 
Laws Governing Fluctuations in Word Use from Word 




ク・システムの twitter での投稿から分析したもので、T. 


































リ Salvador Dali、アンディ・ウォーホル Andy Warhol を英







　ピカソの生涯は 1881 年 10 月 25 日 - 1973 年 4 月 8 日、ダ
リの生涯は 1904 年 5 月 11 日 - 1989 年 1 月 23 日、ウォーホ
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れる。ルノワールの生涯は 1841 年 2 月 25 日 - 1919 年 12 月




結果が変わってくる。ここでは Pierre-Auguste Renoir と
Auguste Renoir の二つの表記で調べてみた。（その結果
























音楽家のアマデウス・モーツァルト Amadeus Mozart と、
画家であり発明家、科学者でもあり、また小説「ダヴィンチ
コード」のような大ヒットした大衆小説にも登場するレオナ


















































　アレックス・メスーディ（Alex Mesoudi) は著書 ”Cultural 
Evolution:
How Darwinian Theory Can Explain Human Culture And 
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１９世紀から２０世紀の書籍ビッグデータ分析に見られる近現代美術運動の興亡の理解
